『牯嶺街少年殺人事件』鑑賞ノート : 台湾と冷戦期アメリカ文化 by 辻 秀雄
― 115 ― 
『牯嶺街少年殺人事件』鑑賞ノート――台湾と冷戦期アメリカ文化 
 












































































































よさらば』（For Whom the Bell Tolls; 1940）を出版したばかりで何よりも休息を欲していたヘ
ミングウェイをどうにかたきつけ、新婚の二人は中国行きを決意する。ヘミングウェイのほう
でもこの旅行のために PM 紙との特派員契約を結ぶ（Moorehead 174）。 
翌 1941 年、1 月 31 日にサンフランシスコを出発したヘミングウェイ夫妻は船でハワイに向




















ソ （ーHenry Morgenthau）とその部下、ハリ ・ーデクスタ ・ーホワイト（Harry Dexter White）
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であった。モルゲンソーは米国の第二次世界大戦への参戦以前から連合国対枢軸国の対立に介
入することに積極的な姿勢を示し、対外資金援助によってこれを実行に移していた。その最た
る成果が 1941 年 3 月に承認された武器貸与法（the Lend-Lease Program）である。枢軸国と
対立する国に資金を供給する武器貸与法による資金援助は中国以外の様々な国に対しても行わ



























の資金を傾けていたのだが（Moreira 189-90）。ゲルホーンの Travels with Myself and Another






















































をとりあえず流通」させることになった（38）。公営化されていた台湾銀行が 1947 年 1 月によ
うやく新たに発行した通貨は「新台弊」と呼ばれ、台湾銀行券と同額で兌換されたが、インフ
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れているのだ。 











































とおりだ：「1949 年頃 / 中国から数百万人が― / 国民党政府と共に / 台湾へ渡り / 誰もが安
定を願った / しかし子供たちは / その成長過程で― / 大人の不安を感じ取り / 少年らは徒






















































また少し時間を巻き戻し、ヘミングウェイが帰国後モルゲンソーに送った 1941 年 7 月 30 日

















固めることとなる。アメリカは「国連の場で国府の中国代表権を防衛」し、1952 年 4 月には日
華平和条約の締結を主導して「国府との講和を日本に強要し」、53 年 11 月には米華相互防衛条
約が調印され、「アジアの冷戦体制の最前線に台湾を組み込んでいった」（若林 89-91）。 
アメリカの介入があってしても、あるいはそれがゆえに本土中国と台湾の緊張関係は続き、




































殺人事件』の英題は A Brighter Summer Day であり、これはエルヴィス・プレスリーも歌っ





け持つ。彼らのレパートリーは Fankie Avalon の “Why”、Rosie & the Originals の “Angel 
Baby” といったあまいラブソングである6。片岡義男はその場面を絶賛して次のように書く：
「ここは見事と言うほかない。素晴らしい。アメリカのポピュラー・ソングで高い声が魅力の





















熱心に吹き込むのが前述の “Are You Lonesome Tonight” という歌なのである。物語結末部、
王茂は収監されている小四にオープンリールに吹き込んだ音声メッセージを送る。小四にそれ
が渡されることはないのだが、自ら歌う “Are You Lonesome Tonight” に、興奮した王茂のメッ


























な彼女に “Are You Lonesome Tonight” の歌詞の聞き取りを頼む。そしてその姉は、台湾の大
学卒業後には奨学金をえてアメリカへ留学する予定のようだ。1945 年以降の台湾、香港とアメ
リカの関係を詳しく論じるナンシー・タッカー（Nancy Tucker）は、時代をいくつかに区切っ












































1 おしくも 59 歳という若さで亡くなったエドワード・ヤンは、8 本の映画を残した。『光陰的故事』（1982
年；オムニバス映画でその一編がヤン監督による）、『海辺の一日』（1983 年）、『台北ストーリー』（1985
年）、『恐怖分子』（1986 年）、『牯嶺街少年殺人事件』（1991 年）、『エドワード・ヤンの恋愛時代』（1994 年）、
『カップルズ』（1996 年）、『ヤンヤン 夏の想い出』（2000 年）である。『台北ストーリー』、『恐怖分子』、
『牯嶺街少年殺人事件』はデジタルリマスターを経たブルーレイ版が近年発売された。『海辺の一日』をの
ぞく他の 4 作は大手レンタルビデオ店で DVD 版をかりることができる。残念ながら『海辺の一日』は未
註 
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レイ版が 2017 年に発売された。 
2 ヘミングウェイとマーサの結婚は長続きせず、二人は 1945 年暮れに離婚するが、結婚期終盤および離婚
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